
遠
隔
健
康
相
談
・
管
理
事
業
 

 ―
 美
国
宝
寿
会
が
参
画
 ―
 

万
歩
計
を
貸
し
出
し
、
定
期
的
に

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
た

端
末
装
置
か
ら
、
万
歩
計
の
デ
ー
タ

（
最
大
２
週
間
分
）や
自
分
で
測
定
し

た
血
圧
、
体
重
な
ど
の
情
報
を
送
信

し
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

東
京
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
医
師

な
ど
か
ら
、
互
い
の
顔
の
表
情
や
測

定
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
健
康
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、

グ
ラ
フ
化
さ
れ
る
た
め
、
週
間
や
月

間
ご
と
の
健
康
状
況
が
把
握
し
や
す

く
な
り
、
よ
り
効
果
的
な
健
康
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

月
８
日
に
行
わ
れ
た
同
モ
デ
ル

11
事
業
の
説
明
会
で
は
、
美
国
宝
寿
会

の
会
員　

人
が
参
加
し
、
端
末
装
置
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や
測
定
機
器
の
取
り
扱
い
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
自
分
た
ち
で
操
作
す

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
が
真
剣

に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
寺
猛
会
長
は
、「
高
齢
に
な
る
と
、

多
か
れ
少
な
か
れ
皆
持
病
を
持
っ
て

い
ま
す
。
事
業
に
参
加
し
、
歩
く
こ

と
で
い
く
ら
か
で
も
持
病
が
改
善
さ

れ
、
健
康
が
保
た
れ
れ
ば
。」
と
、
ま

た
、
親
子
で
参
加
さ
れ
る
熊
本
和
子

さ
ん
は
、「
毎
日
、
１
万
歩
を
目
標
に

歩
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
テ
レ
ビ
電

話
を
使
っ
て
、
医
師
か
ら
健
康
ア
ド

バ
イ
ス
や
食
事
の
取
り
方
な
ど
に
つ

い
て
も
聞
い
て
み
た
い
で
す
。」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

参
加
す
る
皆
さ
ん
が
定
期
的
に
集

ま
り
、
交
流
す
る
こ
と
で
健
康
不
安

や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
が
図
ら
れ
、
ま

た
、
自
ら
測
定
を
す
る
こ
と
で
自
発

的
な
健
康
づ
く
り
の
醸
成
と
習
慣
付

け
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
見
守
り
シ
ス
テ
ム
事
業

町
内
で
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
宅
の
居
間
・
寝
室
・
玄
関

の
３
カ
所
に
安
否
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
、
高
齢
者
の
起
床
や
就
寝
な
ど
、

　

時
間
の
動
き
を
感
知
し
、
一
定
時

24間
セ
ン
サ
ー
に
感
知
が
な
い
な
ど
、

異
常
と
判
断
し
た
場
合
は
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
除
北
海
道
健
康
づ
く
り

財
団
）
へ
自
動
で
通
報
が
行
わ
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
従
来
の
緊
急
通
報

装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
宅

な
ど　

世
帯
に
試
行
的
に
設
置
さ
れ
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安
心
な
暮
ら
し
へ
の
試

 安
心
な
暮
ら
し
へ
の
試
みみ

偐偐
光
回
線

光
回
線
做做の
有
効
活
用

の
有
効
活
用
！！

―
高
齢
者

　
―
高
齢
者
のの「
健
康
相
談
」

「
健
康
相
談
」とと
 

「
見
守
り

「
見
守
り
」」を
遠
隔
操
作
で

を
遠
隔
操
作
で
――
 

　
偐
光
施
設
做
を
整
備
し
た
積
丹
町
・
喜
茂
別
町
・
ニ
セ
コ
町
・
島
牧
村
が

共
同
で
、
Ⅰ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
高
齢
者
の
健
康
や
安
心
な
暮
ら
し
を
目

指
す
、
全
道
で
初
め
て
の
実
験
事
業
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

住
民
の
高
齢
化
な
ど
、
地
域
の
社
会
的
な
課
題
の
克
服
に
地
域
住
民
が

自
ら
主
体
的
に
参
画
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
２
年
間
の
実
証

試
験
的
な
取
り
組
み
に
、
国
が
総
額
約
４
、
２
５
０
万
円
の
全
額
を
財
政

支
援
す
る
も
の
で
す
。

▲端末装置を操作する美国宝寿会のみなさん

▲熊本キミヱさん（左）と熊本和子さん（右）

▲文化センターに
設置された端末装
置と測定機器



ま
す
。

従
来
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は

違
い
、
高
齢
者
が
自
ら
通
報
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
自
動
的

に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
、

ま
た
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
と
通
話
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

美
国
町
で
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て

い
る
小
林
サ
イ
さ
ん
（　

歳
・
写
真
）
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は
、「
ご
近
所
や
家
族
に
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
元
気
で

動
け
る
う
ち
は
自
宅
で
過
ご
し
た
い
。

こ
の
セ
ン
サ
ー
が
設
置
さ
れ
、
心
強

く
思
い
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

札
幌
な
ど
、
離
れ
て
暮
ら
す
家
族

の
安
心
に
も
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

 

町
で
は
、
間
伐
な
ど
伐
採
期
を
迎

え
て
い
る
町
有
林
資
源
の
有
効
活
用

を
目
指
す
モ
デ
ル
的
公
共
施
設
と
し

て
町
有
林
（
Ｊ
Ｔ
の
森
）
か
ら
産
出

し
た
「
カ
ラ
マ
ツ
材
」
や
道
産
木
材

を
使
用
し
た
「
野
塚
地
区
ふ
れ
あ
い

交
流
館
」
の
建
設
工
事
を
進
め
て
お

り
、
建
物
の
骨
組
み
と
な
る
「
構
造

部
」
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

積
丹
町
で
は
初
め
て
の
見
学
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
の
団
体
休
憩

室
で
、
後
志
総
合
振
興
局
職
員
な
ど

か
ら
木
造
建
築
物
が
持
つ
特
性
や
優

位
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
野
塚
町
内
の
建
設
工
事
現

場
に
移
動
し
、
一
㎡
当
り
で
比
較
す

る
と
一
般
住
宅
の
２
倍
以
上
の
木
材

量
が
使
用
さ
れ
、
組
み
上
が
っ
た
建

物
内
部
の
構
造
を
見
学
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
国
有
林
事
業
と
町
の
分
収

造
林
事
業
と
の
連
携
や
、
Ｊ
Ｔ
（
日

本
た
ば
こ
産
業
㈱
）
の
支
援
に
よ
る

町
有
林
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
こ
の
施
設
は
、
こ
う
し

た
地
域
材
の
利
用
や
森
づ
く
り
の
取

り
組
み
の
普
及
啓
発
を
図
る
拠
点
と

し
て
の
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
館
は
、　

月　

日
ま
で
の
工
期

12

26

で
、
道
の
検
査
な
ど
を
経
て
年
明
け

１
月
下
旬
頃
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
、
約
７
、

７
０
０
万
円
で
、
既
存
の
野
塚
克
雪

セ
ン
タ
ー
と
渡
廊
下
で
結
び
、
一
体

的
な
利
用
を
図
る
た
め
、
明
年
度
に

向
け
て
現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

調
査
と
改
修
設
計
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
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建建建建建建建建建建
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積
丹
産
カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
で
初
の
公
共
施
設設設設設設設設設設設
をををををををををを
！！！！！！！！！！
を
！

　

加
工
技
術
の
進
歩
が
著
し
い
積
丹

産
の
カ
ラ
マ
ツ
や
道
内
産
の
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、「
木
の
良
さ
」
と

「
地
材
地
消
」
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
、
現

在
建
設
工
事
中
の
「
野
塚
ふ
れ
あ
い

交
流
館（
仮
称
）」の
構
造
見
学
会
が
、

地
域
住
民
の
ほ
か
町
内
外
の
森
林
林

業
業
者
や
建
設
業
者
な
ど　

人
が
参

90

加
し
、
去
る　

月　

日
、
現
地
で
催

11

17

さ
れ
ま
し
た
。

梁
（
写
真
上
）
や
柱
（
写
真
中
）
な
ど
、
主
要

な
構
造
部
に
使
わ
れ
て
い
る
積
丹
産
カ
ラ
マ
ツ

集
成
材
（
写
真
下
）。

梁
は
幅　

㎝
×
厚
さ　

㎝
×
長
さ　

㎝
が
８
本

80

15

900

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。


